
　８月7日には立秋を迎えて暦の上ではもう秋ですが、実際には一年で一番の暑さのピーク

時期です。マスクの着用で熱がこもりやすく水を飲むのも減りがちな今日この頃、皆様は熱

中症の予防には留意されてますでしょうか。

　熱といえば、最近は体温を測る(チェックされる)機会がいたるところで増えてきています。これまでは風邪や体調の

悪いときしか使わなかった体温計、今は額(ひたい)ですぐに発熱がわかり便利になりましたが、昭和の水銀式体温計で

は測定に3分以上もかかりました。今年は日本ではじめて体温計が量産されはじめてから100年目にあたります。以後

1983年には1分ではかれる電子体温計が登場し、主役は昭和の水銀式から平成の電子式、そして令和の赤外線式(非

接触型)と体温計も進化してきています。体温は腋窩(わきの下)で測るのが一般的ですが、昔、医学の父ヒポクラテスは

自分の手のひらを患者の額にあてて発熱を確認していたそうです。看護の｢看(みる)｣という字は目の上に手をかざして

よく見るという意味のほかに手を目の上(額)にあてて患者の熱を測っている姿も現しているようです。今でも額に手を

あてて、また親子など親しい間柄ではお互いの額をあてて発熱を確認したりもします、令和の時代になって体温は額で

測るという原点にまた戻ってきているのかもしれません。体温は個人差があり日本人の７割くらいは36.6℃から37.2

℃の間らしく、時間(朝が低い)、気温、食事、睡眠、女性の生理周期、感情の変化などにより変動しています。自分の平

熱を知っておくことは、健康のバロメーターとして体調管理にも大切です。

　さて、今年は関西では観測史上もっとも早い梅雨入り、そしてあの紀伊半島豪雨から10年になります。３年前の台風

21号では、当院も停電のためにエアコンや消費電力の大きい医療機器が使えず苦い経験をしました。この教訓から現

在、自家発電力アップと災害時のベッド確保に向けて、災害時のための専用施設｢災害医療対応棟(仮称)｣が建設中で

あります。

　熱があることは悪いことばかりでなく、熱量(エネルギー)、熱意、情熱、熱心、などはさまざまな困難に立ち向かって

ゆくのに不可欠なものです。和歌山ろうさい病院はこれからも災害拠点病院により相応しい病院として、新型コロナ

にも負けないスタッフ全員の熱意とともにさらにパワー(エネルギー)アップしてゆきたいと思います。

　今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。

和歌山ろうさい病院
副院長　中　啓吾
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脳神経内科のご紹介

脳神経内科部長　檜皮谷　泰寛

　脳神経内科はヒトの脳・脊髄・末梢神経・筋肉に生じる色々な疾患の診断と治療を行う内科の専門分野で

す。ふるえ，しびれ，頭痛，めまい，ふらつき，脱力，麻痺，歩行障害，認知症，意識障害やけいれんなどの症

状でお困りになられている方の病気を診断しています。

　日本では1975年に「神経内科」の標榜が承認され，1980年に京都大学で初めての臨床講座が開設されま

した。その後神経内科専門医は徐々に増え現在では5500人以上の神経内科専門医が登録されております。

　2016年に標榜科が「神経内科」から「脳神経内科」へ変更となりました。これは診療内容が世間に広く知

られている「脳神経外科」の内科側のカウンターパートであり，脳・神経の疾患を内科的専門知識と技術をも

って診療する診療科であることがわかりやすくする狙いがありました。これにより神経内科を受診してほし

い患者さんが神経内科受診を思いつかずに，診断がつかない状態が何年も続いたり，適切な治療のタイミン

グを逸したりすることを防ぎ，神経内科の専門診療を必要とされる患者さんの大きな利益になると考えられ

たからです。

　脳神経内科の最大の特徴は，患者さんの病歴を丹念に訊ね，神経学的診察を行うことにより診断を行い

ます。必要に応じてMRIやCT，SPECTなどの画像検査や，神経伝導検査，針筋電図，脳波などの神経生理

学的検査を行います。また，当院では大学病院と連携して神経生検や筋生検といった病理検査や遺伝子検査

を行うことも可能です。

　当院では現在常勤医3名で外来及び入院診療を行っております。今後ともよろしくお願い申し上げます。

専門分野

パーキンソン病，パーキンソン症候群，脊髄小脳変性症，筋萎縮性側索硬化症，アルツハイマー病，多発神

経炎，ギランバレー症候群，重症筋無力症，筋ジストロフィー，多発筋炎，多発性硬化症，髄膜炎，脳炎，片頭

痛，緊張型頭痛，三叉神経痛，てんかんなど
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　要請があったのは、大阪府で長時間の救急車内待機が報道されて間もない頃でした。４月下旬、満を持し

て大阪府はコロナ診療に対するDMAT医師派遣を隣県に依頼しました。ダイヤモンド・プリンセス号以来の

感染に関する要請であり、報道でも注目されました。

　しかし感染に対する自己防衛の気運が高まる中、要請の妥当性や通常診療への影響などが懸念されまし

た。そんな心配を払拭するかのように、和歌山県内の医師が次々と志願しました。最終的に4月30日から５月

11日までの12日間、ほぼ全日を和歌山DMAT医師が出向することになったのです。そのうち当院では救急科

部長の岩﨑先生が和歌山県統括ＤＭＡＴとして和歌山県との調整役を、そして大阪へは私が5月5日、同じく

救急科の福島先生が5月9日、10日に赴きました。

　活動場所は大阪府で２番目に設置された「入院待機ステーション」（2nd ST）、搬送先が決まらず救急車

内に長時間待機しているコロナ陽性患者が対象でした。そういった患者を１度救急車から降ろし、容態観察

を行いながら搬送先を探すというシステムでした。こうでもしない限り、次の救急車が出動できないほど逼迫

していたようです。また大阪府下の受入病床を統括・調整する入院フォローアップセンター（FUC）が稼働し

ていましたが、急増する患者に対応しきれなかったのです。

　2nd STは病院敷地内のはずれにある２階建ての建物でした。1st STに入院希望の患者が押しかけてくる

という事例があったため、場所・活動内容は全て非公表でした。ST内には、FUCと連絡を取り合う大阪府調

整員２人、救急本部と情報共有を行う救急隊、レッドゾーンで診察を行う救急隊、そしてDMAT医師１人で構

成されていました。

　我々の役目は待機患者の容態観察と緊急度評価を行うことです。しかし2nd STは診療室ではありませ

ん。故に許されていた医療行為はモニター監視と酸素投与のみでした。状態が悪化すればFUCに連絡し、搬

送先選定を急ぎます。ではもし急変した場合はどうするのか。最後まで具体的な解決策はなく、全て臨機応

変な対応が求められました。

　もちろん事態はもっと複雑でした。しかし、日常診療とはかけ離れた中での多職種との協力体制の構築、

有用な情報収集能力とネットワークを生かした知識共有などは、従来の災害戦略と何ら変わるものではあり

ませんでした。そして未知と変化に富んだ中で、日頃培われた和歌山県の協力体制が遺憾なく発揮されたの

は間違いありません。

『大阪コロナ災害における
 当院の DMAT 活動について』

第二救急科部長　北山　淳一
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令和 3 年 7 月新任医師紹介

内
ないとう

藤　古
こ ま

真 先生

公立那賀病院から着任しまし
た内藤古真と申します。宜しく
お願い致します。   
    
 

呼吸器・乳腺外科部長

萬
よろず

　翔
しょうこ

子 先生

神経疾患全般をみさせて頂きま
す。待ち時間が長いことも多く
申し訳ありませんが、よろしくお
願いします。

脳神経内科医師

江
え も り

守　智
と も や

哉 先生

2年ぶりに戻って参りました。今
まで以上に和歌山市の地域医
療に貢献したいと思っておりま
すので、どうぞよろしくお願い致
します。

消化器内科医師

中
なかにし

西　雄
ゆ う た

大 先生

7月から脳外科で勤務させてい
ただきます。至らない点もある
かと思いますが地域の医療に
貢献できるよう頑張ります。

脳神経外科医師

武
た け だ

田　惇
じゅんぺい

平 先生

この度、7月から和歌山ろうさ
い病院でお世話になります。武
田惇平です。精一杯診療に取
り組む所存です。よろしくお願
い致します。

循環器内科医師

関
せき

　尭
たかふみ

文 先生

新しく赴任してきた麻酔科医で
す。初心に帰って一生懸命やりま
すので、お願いします。

麻酔科医師

看護の日

毎年５月12日はナイチンゲールの誕生日にちなんで

「看護の日」とされています。「看護の日」に当院では

病棟師長・師長補佐・看護師より患者様に「メッセージ

カード」と「ライト付きのボールペン」をお渡ししまし

た。患者様から感謝と喜びの言葉を頂くことが出来ま

した。
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和歌山ろうさい病院との「病診連携システム」に参加されている「かかりつけ医」の
先生方をシリーズでご紹介しています。

診療科目　内科、整形外科、消化器内科、呼吸器内科、循環器内科、糖尿病内
科、腎臓内科、人工透析内科、リハビリテーション科、放射線科

住　　所　〒640-8432 和歌山県和歌山市土入176
電　　話　073-452-1233

医療法人 良友会 西和歌山病院

No.55

　西和歌山病院は、昭和56年8月に和歌山市土入に開設されました。久保院長先生始め他の

先生方は診察時には患者様に分かりやすく丁寧な説明を心掛けておられ、地域医療の貢献に

ご尽力されています。また、西和歌山病院は「心のかよう地域医療」を基本理念とし、日々、医

療の充実と提供に努められております。

　その中でも一層、リハビリテーションと人工透析に力を入れており、平成30年に竣工の新病

棟には新たなリハビリテーションセンターと人工透析室を設置されました。連携医療機関で

急性期治療を終えられた患者様が、西和歌山病院で引き続き治療を受け、安心して日常生活

を送れるように地域のかかりつけ医として貢献されております。

　和歌山ろうさい病院が今後も地域医療を提供し続ける上で、欠かすことのできない重要な

連携協力医療機関（パートナー）です。

「かかりつけ医」のご紹介

院長  久
く ぼ

保　一
か ず き

紀 先生
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和歌山ろうさい病院（外来診療科担当医一覧表） 令和 3 年 8 月 1 日現在

お問い合せは TEL.073-451-3181（代）
FAX.073-451-3788（医事課直通）和歌山ろうさい病院 医事課

診診 療療 科科 ブブロロッックク 診診察察室室 月月 火火 水水 木木 金金 手手術術日日

①①番番 中中　　啓啓吾吾 若若﨑﨑　　久久生生 中中　　啓啓吾吾 若若﨑﨑　　久久生生 中中　　啓啓吾吾
②②番番 三三長長　　敬敬昌昌 中中尾尾　　隆隆太太郎郎 那那須須　　鉄鉄史史 三三長長　　敬敬昌昌 山山本本　　昇昇平平

大大伴伴　　裕裕美美子子（（午午前前）） 南南條條　　輝輝志志男男
（腎臓内科） 【【第第２２週週休休診診】】

⑪⑪番番 檜檜皮皮谷谷　　泰泰寛寛 （（午午前前））萬萬　　翔翔子子 檜檜皮皮谷谷　　泰泰寛寛 檜檜皮皮谷谷　　泰泰寛寛
⑭⑭番番 －－ （（午午後後））小小代代　　麻麻由由 萬萬　　翔翔子子 －－

⑤⑤番番 前前部部屋屋　　賢賢   細細  　　隆隆信信 庄庄野野　　剛剛史史     細細  　　隆隆信信  当当番番医医
⑥⑥番番 辰辰田田　　仁仁美美 庄庄野野　　剛剛史史 前前部部屋屋　　賢賢 辰辰田田　　仁仁美美 －－
⑪⑪番番 原原　　猛猛 原原　　猛猛 原原　　猛猛 原原　　猛猛 原原　　猛猛

内内視視鏡鏡セセンンタターー診診
深深津津　　和和弘弘

玉玉井井　　秀秀幸幸 岡岡村村　　順順平平 玉玉井井　　秀秀幸幸 玉玉井井　　秀秀幸幸 玉玉井井　　秀秀幸幸
（肝臓内科） （肝臓内科） （肝臓内科） （肝臓内科） （肝臓内科）

⑨⑨番番 －－ 当当番番医医 －－ 当当番番医医 当当番番医医
九九鬼鬼　　新新太太郎郎
（（予予約約制制））

⑨⑨番番 武武田田　　惇惇平平 －－ 山山本本　　康康徳徳 －－ 樽樽谷谷　　玲玲
⑨⑨番番 上上田田　　美美奈奈 上上田田　　美美奈奈 髙髙橋橋　　朋朋香香 小小森森　　有有紀紀 上上田田　　美美奈奈
⑩⑩番番 土土谷谷　　充充貴貴 小小森森　　有有紀紀 土土谷谷　　充充貴貴 髙髙橋橋　　朋朋香香 小小森森　　有有紀紀

【【第第11週週目目】】
津津田田　　祐祐子子【【再再診診】】

【【第第22週週目目以以降降】】
宮宮代代　　英英吉吉【【再再診診】】

上上田田【【予予防防接接種種】】
乳乳幼幼児児健健診診（（1155::0000～～））

【【第第１１・・３３・・５５週週】】土土谷谷

【【第第２２・・４４週週】】髙髙橋橋

⑦⑦番番 山山本本　　基基 坂坂口口　　聡聡 岩岩橋橋　　誠誠 岩岩橋橋　　誠誠 山山本本　　基基
⑧⑧番番 当当番番医医 小小林林　　良良平平 坂坂口口　　聡聡 福福田田　　直直城城 小小林林　　良良平平
⑨⑨番番 －－ －－ －－ －－ －－
⑩⑩番番 －－ －－ －－ スストトーーママ外外来来（（予予約約制制）） －－

脊脊椎椎セセンンタターー診診 手手外外科科診診
麻麻殖殖生生　　和和博博 峠峠　　康康

ススポポーーツツ整整形形診診

麻麻殖殖生生　　和和博博
⑤⑤番番 当当番番医医【【紹紹介介新新患患診診】】 籠籠谷谷　　良良平平 山山東東　　茂茂樹樹 野野田田　　雄雄祐祐 山山東東　　茂茂樹樹

当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医
【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】 【【紹紹介介新新患患診診】】

リリウウママチチ・・膠膠原原病病内内科科診診

【【第第１１・・３３・・５５週週】】
中中村村　　憲憲太太 藏藏本本　　伸伸生生

【【第第２２・・４４週週】】
田田中中　　克克典典

【【第第１１週週目目】】
寺寺田田　　友友昭昭

【【第第２２週週目目以以降降】】
桑桑田田　　俊俊和和

⑬⑬番番 岡岡田田　　秀秀雄雄 川川口口　　匠匠 川川口口　　匠匠 －－ 林林　　宣宣秀秀
【【第第１１・・３３・・５５週週】】石石井井

【【第第２２・・４４週週】】中中西西
救救急急待待機機 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医 当当番番医医

玉玉置置　　剛剛司司 内内藤藤　　古古真真 当当番番医医 内内藤藤　　古古真真 内内藤藤　　古古真真
（乳腺外来） （乳腺外来） （再診のみ） （乳腺外来） （乳腺外来）

①①番番 下下松松　　達達哉哉 下下松松　　達達哉哉 稻稻田田　　有有亮亮 下下松松　　達達哉哉

【【第第１１・・２２・・５５週週】】水水﨑﨑
【【第第３３・・４４週週】】稻稻田田

午午後後予予約約 －－ 学学童童外外来来／／下下松松 －－ －－
①①番番 鈴鈴木木　　淳淳史史 若若宮宮　　崇崇人人 鈴鈴木木　　淳淳史史 当当番番医医

山山本本　　脩脩人人
（腎臓内科）

（（午午前前））久久米米川川　　綾綾
（（午午後後））阿阿南南　　有有紀紀

⑫⑫番番 矢矢本本　　希希夫夫 助助産産外外来来（（予予約約制制）） 矢矢本本　　希希夫夫 助助産産外外来来（（予予約約制制）） 当当番番医医
⑮⑮番番 谷谷本本    　　敏敏  －－ 竹竹中中　　由由夏夏 谷谷本本  　　敏敏  阿阿南南  有有紀紀

午午後後予予約約 －－ －－ －－ 母母親親教教室室（（予予約約制制）） －－

第第11週週ののみみ
（（午午後後））三三村村　　治治

午午後後予予約約 －－ 検検査査（（予予約約制制）） 検検査査（（予予約約制制）） －－ 第第33週週・・ココンンタタククトト（（予予約約））

⑤⑤番番 小小上上    真真史史 森森山山　　智智美美 森森山山　　智智美美 小小上上　　真真史史
⑥⑥番番 福福田田　　祐祐也也 －－ 福福田田　　祐祐也也 －－
⑦⑦番番 －－ －－ －－ －－
午午後後 嚥嚥下下外外来来 嚥嚥下下外外来来 第第２２・・４４週週 嚥嚥下下外外来来
予予約約 小小上上    真真史史 小小上上  ／／  担担当当医医 補補聴聴器器外外来来・・当当番番医医 小小上上　　真真史史
１１診診 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子 松松本本　　朋朋子子
２２診診 野野中中　　都都 野野中中　　都都 野野中中　　都都 野野中中　　都都 野野中中　　都都
１１診診 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷　　康康幸幸 三三谷谷　　康康幸幸
２２診診 塩塩谷谷  　　健健    塩塩谷谷  　　健健    塩塩谷谷  　　健健    塩塩谷谷  　　健健    塩塩谷谷  　　健健    

第第４４週週 第第１１・・２２・・３３・・44週週 第第１１週週
午午後後 婦婦人人科科外外来来 総総合合((漢漢方方））外外来来 乳乳腺腺・・肛肛門門外外来来

【【予予約約制制】】 笠笠野野　　有有里里 辰辰田田　　仁仁美美 浦浦　　希希未未子子
AA⑦⑦番番 第第１１週週 第第２２・・４４週週
DD⑫⑫番番 －－ 漢漢方方外外来来 漢漢方方外外来来

松松本本　　朋朋子子 神神人人　　美美報報子子
禁禁煙煙外外来来（（1144::0000～～1144::3300）） 禁禁煙煙外外来来（（1144::0000～～1144::3300））

庄庄野野　　剛剛史史 庄庄野野　　剛剛史史
肥肥満満外外来来（（1155::0000～～1166::0000））

中中　　啓啓吾吾
（（注注11）） （（注注22））

　　11..小小児児科科のの午午後後はは、、予予約約者者をを対対象象にに専専門門外外来来をを行行っってていいまますす。。　　       セセカカンンドドオオピピニニオオンン外外来来のの詳詳細細ににつついいててはは、、地地域域医医療療連連携携室室

　　22..呼呼吸吸器器・・乳乳腺腺外外科科のの月月曜曜日日、、耳耳鼻鼻いいんんここうう科科のの火火曜曜日日、、泌泌尿尿器器科科のの水水曜曜日日、、眼眼科科のの木木曜曜日日はは手手術術ののたためめ休休診診でですす。。　　  　　　　     （（007733--445511--33118866））ままででおお問問合合せせくくだだささいい。。

　　33..母母親親教教室室はは、、毎毎週週木木曜曜日日  １１４４時時～～１１６６時時でですす。。（（予予約約制制））

　　44..助助産産外外来来はは、、毎毎週週火火曜曜・・木木曜曜日日  99時時～～1155時時でですす。。（（予予約約制制））

　　55..耳耳鼻鼻いいんんここうう科科のの木木曜曜日日のの午午後後のの診診察察時時間間はは、、１１３３時時～～１１５５時時ととななっってておおりりまますす。。

　　66..糖糖尿尿病病教教室室はは、、平平日日月月曜曜日日～～金金曜曜日日にに開開催催ししてておおりりまますす。。詳詳細細つついいててはは内内科科外外来来ににおお問問合合せせくくだだささいい。。

　　77..女女性性外外来来・・専専門門外外来来はは、、完完全全予予約約制制ととななっってておおりりまますす。。

　　　　おお申申込込みみはは、、勤勤労労者者医医療療総総合合セセンンタターー直直通通番番号号（（007733--445511--33330033））ままででおお申申込込みみくくだだささいい。。

　　88..各各診診療療科科のの専専門門外外来来ににつついいててはは、、病病院院代代表表番番号号（（007733--445511--33118811））をを通通じじてて各各専専門門外外来来ままででおお問問合合せせくくだだささいい。。 【【予予約約専専用用電電話話】】　　　　007733--445511--33118866
　　99..整整形形外外科科・・当当番番医医ででのの予予約約はは受受けけ付付けけてておおりりまませせんん。。
１１００..前前月月かからら変変更更ががああるる部部分分ににつついいててはは網網掛掛けけでで標標示示ししまますす。。

内内 科科 AA －－
⑦⑦番番 －－ －－ －－

脳脳 神神 経経 内内 科科 AA 休休　　診診 －－

血血 液液 内内 科科 AA ⑩⑩番番 阪阪口口      臨臨  休休　　診診 阪阪口口　　臨臨 休休　　診診 休休　　診診 －－

呼呼 吸吸 器器 内内 科科 AA －－

消消 化化 器器 内内 科科 BB －－
⑫⑫番番 与与田田　　武武徳徳 横横山山　　英英一一郎郎 津津田田　　郁郁久久 垣垣本本　　哲哲宏宏

⑬⑬番番

循循 環環 器器 内内 科科 AA
⑧⑧番番 樽樽谷谷　　玲玲 林林　　泰泰 林林　　泰泰 山山本本　　康康徳徳

火火・・木木

小小 児児 科科 CC －－
特特診診⑨⑨ 小小森森　　有有紀紀 ― 髙髙橋橋　　朋朋香香 上上田田　　美美奈奈

特特診診⑩⑩ 髙髙橋橋　　朋朋香香 土土谷谷　　充充貴貴 小小森森　　有有紀紀
心心臓臓外外来来

土土橋橋　　智智弥弥

外外 科科 BB 月月・・火火・・水水・・木木・・金金

整整 形形 外外 科科 BB

③③番番 中中谷谷　　如如希希 中中谷谷　　如如希希 岩岩田田　　勝勝栄栄

月月・・火火・・水水・・木木・・金金

④④番番 峠峠　　康康 岩岩田田　　勝勝栄栄 籠籠谷谷　　良良平平 中中村村　　憲憲太太

⑥⑥番番

⑨⑨番番 －－ －－ －－

脳脳 神神 経経 外外 科科 AA

⑫⑫番番 林林　　宣宣秀秀 桑桑田田　　俊俊和和 当当番番医医 岡岡田田　　秀秀雄雄

火火・・木木

⑭⑭番番 中中西西　　雄雄大大 －－ －－ 石石井井　　健健次次

呼呼吸吸器器・・乳乳腺腺外外科科 ＡＡ ③③番番 月月

皮皮 膚膚 科科 DD 休休　　診診 火火②②番番 稻稻田田　　有有亮亮 水水﨑﨑　　杏杏奈奈 水水﨑﨑　　杏杏奈奈

泌泌 尿尿 器器 科科 CC 休休　　診診 水水・・金金
②②番番 若若宮宮　　崇崇人人 塔塔筋筋　　央央庸庸 塔塔筋筋　　央央庸庸

産産 婦婦 人人 科科 DD

⑩⑩番番 竹竹中中　　由由夏夏 当当番番医医 当当番番医医 久久米米川川　　綾綾

火火・・木木

眼眼　　　　　　　　　　科科 DD

⑤⑤番番
　　（（午午前前））坂坂東東　　肇肇

芦芦田田　　淳淳 芦芦田田　　淳淳
芦芦田田　　淳淳

（（予予約約制制））

（（午午前前））芦芦田田　　淳淳　　　　

月月・・木木
　　（（午午後後））芦芦田田　　淳淳

⑥⑥番番 －－ 佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗 佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗
佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗

（（予予約約制制））
((午午後後))佐佐々々木木　　秀秀一一朗朗

耳耳 鼻鼻 いい んん ここ うう 科科 CC 休休　　診診 火火・・水水・・金金

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科 DD －－

放放 射射 線線 科科 －－

女女 性性 専専 用用 外外 来来
【【 完完 全全 予予 約約 制制 】】

ＡＡ
・・
ＤＤ

－－ －－ －－

—

－－

※※他他院院かかららのの紹紹介介状状ををおお持持ちちのの際際はは、、必必ずず診診療療予予約約ををしし
てて頂頂ききまますすよよううおお願願いいいいたたししまますす。。
《診療予約をせずにご来院されますと、担当医師が対応で
きない場合があり、また対応可能な場合でも、待ち時間が
かなり発生いたしますので、前もっての診療予約をお願い
いたします》

専専 門門 外外 来来 健健診診セセンンタターー【【予予約約制制】】 －－ －－ －－

和歌山ろうさい病院（外来診療科担当医一覧表） 令令 和和 ３３ 年年 ８８ 月月 １１ 日日 現現 在在


